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一方で近年、音を聞いてから 10~50 ミリ秒後、つまり MMN よりも早くに発生する中間潜








 20 名の健常な日本人男性ボランティア（年齢：23.9±2.9）を対象として、長さ 10 ミリ秒
の刺激音が繰り返される中に、まれに長さ 5 ミリ秒の短い音が混ざる一連の音（持続長変化




化はいずれも MMN を誘発しますが、定位変化と周波数変化が MLR の頂点振幅を変化させ
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